
米国のサブプライムローン問題に端を発した

世界的な金融危機の影響から，好調だった我が

国の景気も大きく後退している。この影響から

企業の採用計画にも陰りが見え始め，各学校に

おいては，来年度以降の就職戦線を見据えた進

路指導が喫緊の課題となっている。

昨夏までの数年間は，回復基調の経済状況に

団塊の世代が大量退職する２００７年問題も加わり，

製造業を中心に工業系高校に対する求人需要が

増加した。工業系高校の卒業生に対しては，も

のづくりを担う後継者としての期待が高く，就

職などの出口の面だけを見ると非常に恵まれた

状況であった。

しかし，入り口の面については，少子化によ

る中学卒業生の減少や，それに伴う学校再編，

普通科志向の増加の影響等により県下の工業系

高校の志願者は減少しており，産業界の工業系

高校に対する期待とは逆に厳しい状況にある。

このことは，工業系高校にとって積年の課題で

あり，これまでも数々の提言を受けて様々な取

組を行ってきたが，現状は必ずしも十分とはい

えない。産業界の期待が高まる今こそ，工業系

高校の将来像をしっかりと見据え，その在り方

を検討するとともに，日頃の着実な教育実践を

通してその意義を発信し，工業教育の重要性と

必要性を社会に発信する必要がある。

１．はじめに
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そこで，県下の工業系高校で組織する岡山県

高等学校工業教育協会（以下，県工協という）

では，産業界の期待が高まるこの機をチャンス

と捉え，工業系高校の活性化と社会的評価の向

上を目指して工業教育基本問題研究委員会を組

織し，全県的なアンケートを実施して調査研究

を進めた。ここに，平成１７・１８年度の２か年を

要してとりまとめた研究の成果を報告する。

（１） 社会情勢

ここ数年間続いていた工業系高校に対する安

定した求人需要の背景には，好景気や団塊の世

代の大量退職といった企業側の論理の他に，工

業系高校生の離職率の低さ，つまり定着率の良

さが要因として挙げられる。厚生労働省の調査

によると，就職して３年以内の離職率は，中卒

７０％，高卒５０％，大卒３０％といわれている。

本県においては，大卒４１.２％，高卒４６.７％

（平成１４年３月卒：岡山労働局調べ）であり，

工業系高校卒業生に限ってみると２５.５％（県工

協，進路指導部会の調査）で，工業系高校卒業

生の離職率はきわめて低いことがわかる。つま

り，工業系高校卒業生の高い定着率が産業界に

高く評価され，求人需要の増加につながってい

ると思われる。このことは，勤労観・職業観の

育成を基本にした工業系高校のキャリア教育の

成果であり，卒業生に生きて働く力や生きる力

２．工業系高校を取り巻く状況

工業系高校の一層の飛躍を目指して！
～今，私達が取組むこと～
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が確実に育まれている証でもある。

（２） 工業教育の現状

少子化による学校再編や普通科志向の増加等

により，表１に示すように、工業系高校生の人

数と割合はともに年々減少しており，現在の産

業界の期待とは逆の傾向にある。この状況は，

ものづくり日本を支える人材の枯渇にもかかわ

る重大な問題であるといえる。そこで，我が国

の産業を支えるのは工業系高校の卒業生である

という自負を持ち，工業教育の一層の振興を図

る必要がある。

こうしたことから，行政を始め，全国工業高

等学校長協会（以下，全工協という）や県工協

では，現状を打開し社会から支持され信頼され

る魅力ある工業系高校づくりを目指して様々な

事業を立ち上げ，工業教育の改善・充実に努め

ている。その主なものは次のとおりである。

①資格取得

現代社会は資格社会ともいわれ，専門職の中

には資格がなければ従事できない職業もあり，

企業によっては資格取得を奨励し，待遇などに

反映させているところもある。こうした状況を

踏まえ，工業系高校では社会で役立つ資格の取

得を奨励し，受験指導に取り組んでいる。難度

の高い資格を取得した生徒に対しては，全工協

のジュニアマイスター顕彰をはじめ，県知事表

彰や県工協理事長表彰があり，毎年多くの生徒

が受賞して学習意欲の向上につなげている。

②ものづくり

ものづくりは我が国の産業を支える基幹の部

分であり，工業系高校の生命線であるともいえ

る。製作した作品を携えて競技会に出場したり，

研究成果を研究発表会で発表したりして，一般

社会への広報活動にも寄与している。また近年

は，全国規模の「ものづくりコンテスト」が実

施され，生徒や指導する教員の大きな目標とな

っている。コンテストや研究発表については，

学校間の技術・技能を競い高める有用な場であ

り，工業系高校の日頃の教育活動をPRする貴

重な機会である。

③工業科教員の研修

工業科の教員は，常に技術革新に対応して技

術・技能を高める必要があり，様々な機会を通

して研修に励み，指導者としての技量の向上に

努めている。このことが工業系高校のレベルの

高いものづくりに生かされ，産業界の期待に応

える人材育成につながっている。特に近年は，

技術革新に対応した研修に加えて，いつの時代

にあっても変わらない不易の技術・技能の研修

が強く求められており，県工協の各専門部会で

は，こうした研修に積極的に取り組み，工業科

教員の技術・技能と指導力の向上に努めている。

④産業界との連携

工業系高校の使命は，産業界に貢献できる有

為な人材を育成することであり，常に産業界の

要請に応えることが求められている。このため

工業系高校では，企業と連携したインターンシ

ップや企業見学，技術者による講演会など現場

の技術や技能に直接触れる機会を多く設けてい

る。生徒は，こうした活動を通じて職業人とし

て求められる資質や能力について学ぶとともに，

産業現場の厳しさなどを体験し，ミスマッチの

ない職業選択に努めている。

このように，工業系高校では産業界と連携し

たキャリア教育が充実し，働く意欲や職業に対
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表１

年度
（平成）

県内高校の
生徒数（人）

工業系高校の
生徒数（人）

工業系高校生の
割合（％）

１４年 ６６,３１９ ８,８７９ １３.４

１５年 ６３,９８１ ８,３０４ １３.０

１６年 ６１,２２２ ７,５２７ １２.２

１７年 ５９,５４２ ７,０１８ １１.８

１８年 ５７,４２４ ６,５３５ １１.４



する意識の向上が図られており，このことが離

職率の低さにもつながっていると考えられる。

⑤地域との連携

工業系高校は，校内の教育力を地域に開放し，

地域との連携を深める取組を行っており，校内

における開放講座や校外におけるボランティア

活動，商店街活性化の支援活動等を通じて，工

業系高校の魅力を紹介するとともに，地域の活

性化に貢献している。

（３） 工業系高校の活性化に向けて

現在，工業系高校に対する期待が一層の高ま

りをみせる中，工業系高校がそれらの期待に応

えるためには，社会のニーズを的確に把握する

とともに，多方面から検討し，教育内容等のさ

らなる充実・改善に努める必要がある。

このため，本研究委員会では，「工業教育が

真に産業界の求める人材の育成に応えているか」

「卒業生や在校生の満足度はどうか」「中学校の

生徒や保護者，教員は工業系高校に対してどの

ようなイメージを持っているか」等について全

県的にアンケート調査を実施するとともに，企

業や大学等の関係者からの聞き取り調査を行う

こととした。得られたデータは，今後の工業教

育の充実・発展に寄与できるよう多面的に検

証・分析し，工業系高校の活性化に向けた具体

的な取組の提案を目指して研究を進めた。

（１） アンケート対象

①中学校３年生

県内を７地区に分割し,各地区２校ずつの１４

校を抽出して,在籍者数１８,０７４名の約１０％にあ

たる２,０６８名に実施した。

【回収数１,２６３名，回収率６１％】

②保護者

抽出された中学生の保護者２,０６８名に協力を

依頼した。

【回収数５３９名，回収率２６％】

３．調査方法

③中学校教員

抽出された中学校の教員４６５名に協力を依頼

した。

【回収数２５３名，回収率５４％】

④工業系高校１・２年生

県工協加盟校の１・２年生４,３６０名に実施し

た。

【回収数４,０１３名，回収率９２％】

⑤工業系高校３年生

県工協加盟校の３年生２,４２７名に実施した。

【回収数２,３２９名，回収率９６％】

⑥就職先

県工協進路指導部会において採用実績のある

県内外の１００社を抽出し,実施した。

【回収数８３社，回収率８３％】

⑦進学先

平成１５年度から３年間進学実績のある４年制

大学，短期大学，高専，高等技術専門学校１２１

校を抽出し，実施した。

【回収数８３校，回収率６９％】

⑧卒業生（就職者）

県工協加盟校８校において，卒業後１年目１００

名，４年目１００名の合計２００名を抽出し，実施し

た。

【回収数５８名，回収率２９％】

⑨卒業生（進学者）

県工協加盟校８校において，卒業後１年目１００

名，４年目１００名の合計２００名を抽出し，実施

した。

【回収数６１名，回収率３１％】

（２） アンケート方法

アンケートは,マークシート方式と記述式を

組み合わせて実施した。中学校関係分について

は，学校訪問して協力をお願いした。工業系高

校の１・２年生には１学期末，３年生には進路

がほぼ決定する２学期末に実施した。進路先と

卒業生にはアンケート用紙を郵送して実施した。

（３） アンケート用紙の回収
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工業系高校生を除く７種類のアンケートの回

収は,県工協事務局へ郵送する方式とした。

（９種類のアンケートから見えてきたもの）

（１） アンケートの分析

①工業系高校の志望者は多い

中学校関係アンケートによると，県下の中学

校３年生の工業系高校進学希望者は全体の１６％

と，専門高校の中で最も高い値となっている。

一方，工業系高校在籍者の全高校生に占める割

合は１１.４％であり，両者を単純に比較すると，

工業系高校を希望しても入学できなかった生徒

が約５％いることになる。

②在校生・卒業生の満足度は高い

在校生アンケートによると，約７０％の生徒

が高校生活に対して「十分満足」または「まあ

まあ満足」と答えている。１・２年生よりも３

年生の方が高校生活に対して満足度が高く，進

路についての満足度が高いことの反映ではない

かと考えられる。また，「ものづくり」「資格

取得」「部活動」などに意欲的に取り組んでい

る姿がうかがえる。卒業生アンケートからは，

在校生と同様に，工業系高校を卒業したことに

ついての満足度の高いことがわかる。

③企業の期待が大きい

進路先企業へのアンケートでは，今後数年間

の採用予定は現状維持または増加傾向と答えた

企業が８７％に上り，１０年後についても７３％の企

業が同様の回答をしている。減少傾向と答えた

企業はなく，工業系高校卒業生への期待の大き

さがうかがえる。

（２） 見えてきた問題点

①在校生の３３％は工業系高校への進学を希望し

ていなかった。

工業系高校を志望している中学校３年生は１６

％と募集定員を大きく上回っているにもかかわ

らず，実際に入学した生徒のうちの１７％が他学

４．分析・提案

科を志望し，１６％の生徒が「どこでもよかった」

という状況である。

②電気系，建築系などに入学者の定員割れが起

こっている。

工業系高校を志望している中学校３年生が，

そのまま工業系高校を受験すれば募集定員を大

きく上回るはずであるが，全体の志願者数とは

逆に，ここ数年，電気系，建築系などへの志願

者の減少傾向が見られ，定員割れを生じている。

（３） その理由は

①高学歴志向による根強い普通科希望傾向

少子化により大学への進学希望者全入時代を

迎え，高学歴志向に拍車がかかっている。もち

ろん工業系高校からでは進学が難しい大学や就

職先もあるが，進路決定を先延ばしにしている

生徒を含め，普通科志向が強い。

②高校入試制度（自己推薦入試，中学区制），

高専との競合

数年前に改革された高校入試制度が，生徒の

志望校決定に影響を与えていることは間違いな

いであろう。また，地域により状況にかなり差

があるが，工業系として明らかに高専と競合し

ている。

③ものづくり体験の不足

時代が変化し，子どもたちが遊びの中や生活

の場でものづくりに親しむ機会が減り，ものづ

くりの楽しさやおもしろさを知らない状況が進

展していると推察される。

④情報提供の不足

中学校３年生とその保護者の約４０％が，工業

系高校のイメージが「わからない」と答えたり，

無回答であった。また，中学校３年生の約４０％

が「工業系高校から大学に進学していることを

知らない」と答えている。国公立大学への進学

にいたっては，７０％の中学校３年生が「知らな

い」など，工業系高校の大学進学状況が正確に

認識されていないことがわかる。これらのこと

には外的要因もあり，我々の努力のみで簡単に
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解決できるものではないかも知れないが，これ

までの広報活動を見直し，周知を図ることによ

って改善が十分期待できると考える。

⑤広報（活動・方法）の再検討が必要

広報活動が様々な方法で行われているにもか

かわらず，中学校関係者などに情報が十分伝わ

っていない状況を改善するためには，これまで

以上に中学校関係者ときめ細かくコミュニケー

ションをとることが必要である。また，生徒の

進路決定に保護者の意向も強く反映されている

傾向が見受けられることから，保護者に向けて

の直接的な広報活動の必要性を感じる。さらに，

報道機関への情報提供の在り方など，様々な工

夫がさらに必要であると考える。

（４） 提案

分析の結果，本委員会としては，工業系高校

のより一層の活性化と社会的評価の向上のため

に，各会員個人で，会員間で，各学科間で，学

校全体で，さらには県工協全体として，次に示

す３点に焦点を当てて協議し，実践していくこ

とを提案する。その際，「アンケート結果」と

「５．具体的な取り組みに向けての視点」を参

考にしてもらいたい。

①よりよい生徒を迎えるためには

「入学したい」「入学させたい」「入学を勧め

たい」学校とはどのような学校だろうか。

②よりよい生徒を育てるためには

「生徒・保護者の要望に応える」「企業・進学

先の要望に応える」「地域の要望に応える」学

校とはどのような学校だろうか。

③よい進路先を確保するためには

「就職先に信頼される」「進学先に信頼される」

「卒業生に信頼される」学校とはどのような学

校だろうか。

（１） 広報活動の充実のために

①広報活動の必要性

５．具体的な取り組みに向けての視点

②各校のホームページの充実・活用

③学校説明会の充実

④学校開放の工夫

⑤地域との連携重視

（２） 工業系高校のあり方・充実のために

①専門教育を中心にした学習活動の充実

②美化意識の高揚

③健康づくりの取組

④生活マナー意識の高揚

⑤実習施設設備の充実や環境整備

⑥専門教科の新採用枠の拡大，教員数の増加

（３） 進路先との連携のあり方

①就職先との綿密な連携

②進学先との綿密な連携

（４） 全県的な工業系高校としての連携

①県工協の更なる充実

②基礎的・基本的な技術・技能の向上から高度

で先進的な技術力の探求

工業系高校は，これまで産業界と密接に連携

を図りながら，時代の要請に応える有為な人材

の育成に努め，我が国産業界の発展に寄与して

きた。中でも，戦後，我が国の産業が驚異的な

発展を遂げた背景には工業系高校卒業生の活躍

があるといわれている。このことは，多くの識

者も認めており，工業教育の成果として誇りに

しているところである。

今後とも，我が国が世界に冠たる工業立国と

して発展するためには，ものづくり教育を基本

とする工業系高校の存在意義は大きく，工業教

育に携わる者として，その責任の重大さを痛感

している。本研究の成果が各学校で生かされ，

本県の工業教育がさらに充実・発展するよう期

待している。

６．おわりに
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